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抄録
近年，加熱式タバコ，シーシャ，オーラルタバコなど，子どもたちを取り巻くニコチン製品をめぐ

る環境は大きく変化している．また，インターネットやSNSの普及により，子どもたちが多様な情報
に容易にアクセスできるようになり，従来の知識伝達型の喫煙防止教育だけでは十分な対応が難しく
なっている．このような社会環境の変化を踏まえ，児童生徒が正しい知識を身につけるだけでなく，
情報を適切に判断し，自らの健康行動を主体的に選択できる「選ぶ力」を育む教育が求められている．

天童・東村山地区薬剤師会では，天童市健康課と連携し，学校薬剤師を中心とした次世代喫煙防止
教育プログラムを構築した．本プログラムでは，授業当日の講話だけで完結するのではなく，事前学
習，授業当日，事後学習を一連の教育活動として位置付け，学校薬剤師と教員がそれぞれの専門性を
生かして役割を分担する「時間軸に基づくチームティーチング」を導入した．さらに，ICTを活用し
たWebアンケートやKWLチャートによる事前・事後学習，クイズ，グループディスカッション，ワー
ドクラウドなどの主体的・対話的な学習活動を組み合わせ，児童生徒の知識や関心，学習ニーズを授
業内容へ反映するとともに，その学習結果を次の教育活動の改善につなげる仕組みを構築した．

また，薬剤師会と自治体が役割を分担することで，個々の学校や講師だけに依存しない実施体制を
整えるとともに，学校で得られた学びを家庭や地域へ広げる取り組みへと発展している．本稿では，
本プログラムの構築と展開を報告し，薬剤師会と自治体が協働して学校保健に取り組む意義について
考察する．本プログラムは，「吸わないことを教える教育」から「夢を実現するために健康を選ぶ教育」
への転換を目指すものであり，「選ぶ力」を育む持続可能な学校保健教育の実践モデルとなることが
期待される．

キーワード：学校薬剤師，喫煙防止教育，自治体連携，アクティブラーニング，健康リテラシー

特集：加熱式たばこ時代の禁煙支援―多職種・地域連携による自治体での実践―
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I．はじめに

喫煙は，がん，循環器疾患，呼吸器疾患など多くの疾
病のリスク因子であり，受動喫煙による健康影響も広く
知られている．特に，成長期にある児童生徒に対する喫
煙防止教育は，将来の喫煙開始を防ぐとともに，生涯に
わたる健康行動を考える機会として重要である．

一方，児童生徒を取り巻く喫煙・ニコチン製品の環境
は変化している．従来の紙巻タバコに加え，加熱式タバ
コ，水タバコ（シーシャ），オーラルタバコなど多様な
製品が身近になり，インターネットやSNSを通じて健康
に関するさまざまな情報に接する機会も増えている．こ
のような環境では，健康影響に関する知識を一方向的に
伝えるだけではなく，児童生徒自身が情報を適切に判断
し，自らの健康行動を主体的に選択するための力を育む
ことが求められる．

また，学校における喫煙防止教育を継続的に実施する
ためには，学校薬剤師などの専門職による授業だけで完
結するのではなく，学校や自治体と連携し，地域全体で
児童生徒の学びを支える仕組みを構築することも重要で

ある．
そこで，天童・東村山地区薬剤師会では，天童市健康

課と連携し，児童生徒が正しい知識を身につけるだけで
なく，情報を適切に判断し，自らの健康行動を主体的に
選択できる「選ぶ力」を育むことを目指した喫煙防止教
育プログラムを構築した．本稿では，薬剤師会と自治体
の連携，時間軸に基づくチームティーチング，ICTを活
用した事前・事後学習および主体的・対話的な学習活動
を組み合わせた次世代喫煙防止教育プログラムの構築と
展開について報告する．

II．プログラム構築の背景

学校薬剤師は，学校保健安全法に基づき学校環境衛生
活動を担うとともに，薬物乱用防止教育，喫煙防止教
育，医薬品の適正使用に関する教育など，児童生徒の健
康づくりを支援する教育活動にも携わっている．近年で
は，健康教育において専門職が学校で授業を行う機会が
増えており，学校薬剤師には専門的知識をわかりやすく
伝えるだけでなく，児童生徒が健康について主体的に考
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え，自ら行動を選択できるよう支援する役割が期待され
ている．

天童・東村山地区薬剤師会では，長年にわたり地域の
小・中学校において喫煙防止教育を実施してきた．しか
し，その教育内容や教材，指導方法は担当する学校薬剤
師に委ねられることが多く，学校間や講師間で内容に違
いが生じることが課題となっていた．また，従来の喫煙
防止教育は紙巻タバコによる健康影響を中心に取り上げ
たものが多く，近年登場している加熱式タバコ，水タバ
コ（シーシャ），オーラルタバコなど，多様化するニコ
チン製品への対応も必要となっていた．

一方，学校教育においても学習環境は大きく変化して
いる．GIGAスクール構想[1]により児童生徒一人一台端
末の整備が進み，ICTを活用した学習環境が整備された．
また，学習指導要領[2]では，「主体的・対話的で深い学
び」の実現に向けた授業改善が重視されている．これら
の変化は，喫煙防止教育においても，一方向的に知識を
伝えるだけではなく，ICTを活用しながら児童生徒が主
体的に学ぶ新たな教育方法を取り入れる契機となった．

こうした地域における課題と学校教育を取り巻く環境
の変化を踏まえ，天童・東村山地区薬剤師会では，天童
市健康課と連携し，学校薬剤師が共通して活用できる次
世代喫煙防止教育プログラムの構築に取り組んだ．

III．次世代喫煙防止教育プログラムの構築

天童市では，天童市健康課が年度当初に市内の各小・
中学校へ喫煙防止教育の実施希望を確認し，希望する学
校を対象に実施している．令和 7 年度は計 5 校で実施さ

れ，このうち 4 校では天童・東村山地区薬剤師会が講師
を務め，1校では医師が講師を務めた．

本稿では，令和 7 年度に天童・東村山地区薬剤師会が
担当した学校のうち，天童市内の中学校 1 校で中学校 2
年生 90 名を対象に実施した喫煙防止教育を実践例とし
て取り上げる．以下，本実践を中心に，教育理念，時間
軸に基づくチームティーチング，事前学習，授業当日お
よび事後学習からなる教育プログラムについて述べる．

1．教育理念 ―「選ぶ力」を育む喫煙防止教育―
本プログラムでは，「選ぶ力」を育むことを教育理念

の中核に据えた．「選ぶ力」とは，児童生徒が健康に関
する正しい知識を身につけるだけでなく，多様な情報の
中から信頼できる情報を見極め，自ら考え，自ら健康行
動を主体的に選択できる力である．

近年，健康に関する情報を適切に入手し，理解し，評
価し，それを健康行動へ結び付ける能力として，健康リ
テラシー [3]の重要性が指摘されている．本プログラム
における「選ぶ力」は，この健康リテラシーの考え方を
学校教育の場で実践するための教育理念として位置付け
たものである．喫煙防止教育においても，タバコの健康
影響を理解するだけでなく，その知識を基に自ら判断し
行動できる児童生徒を育成することが重要であると考え
た．

2．時間軸に基づくチームティーチング
本プログラムでは，授業を当日の講話のみで完結する

ものではなく，事前学習，授業当日，事後学習までを一
連の教育活動として位置付けている（図1）．従来のチー

図1　時間軸に基づくチームティーチング
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ムティーチング（Team Teaching：TT）は，教員と外部
講師が授業当日に同じ教室で役割を分担して指導するこ
とが一般的である．一方，本プログラムでは，授業当日
に加え，事前学習と事後学習を含めた時間軸全体で学校
薬剤師と教員がそれぞれの専門性を生かして役割を分担
することを特徴としており，これを「時間軸に基づくチー
ムティーチング」と位置付けた．

事前学習では，学校薬剤師が児童生徒の知識や関心，
学習ニーズを把握し，それらを踏まえて授業を設計する．
一方，教員は児童生徒の事前学習を支援するとともに，
学級の状況を把握し，必要な情報を学校薬剤師と共有す
る．両者は授業当日に向けて連携するものの，児童生徒
への関わりは，それぞれの役割に応じて異なる時間・場
所で行われる．

授業当日は，学校薬剤師と教員が同じ教室で協働する．
学校薬剤師は専門的知識に基づく情報提供を行い，教員
は学級の状況を踏まえて授業の進行や学習活動を支援す
ることで，それぞれの専門性を生かした授業を展開する．

事後学習では，学校薬剤師が児童生徒の学習結果を把
握し，教材や授業内容の改善につなげる．一方，教員は
授業後の振り返りや日常の学校生活における継続的な指
導を通して，児童生徒の学びの定着を支援する．

本プログラムの特徴は，学校薬剤師と教員が同じ時
間・場所を共有するのを授業当日に限定し，事前学習と
事後学習では，それぞれが異なる時間・場所で役割を担
いながら教育活動を展開する点にある．このように，学
校薬剤師と教員が必ずしも同じ時間・場所を共有するこ
となく，時間軸全体でそれぞれの専門性を生かして役割
を分担することにより，授業当日だけに限定されない継
続的なチームティーチングが可能となる．

3．事前学習
本プログラムでは，授業当日の教育効果を高めるため，

学校薬剤師による講話に先立ち事前学習を実施した．事
前学習では，児童生徒がタバコに関する基礎知識を身に
つけるとともに，児童生徒の知識や関心，学習ニーズを
把握し，授業内容へ反映することを目的とした．

児童生徒は，教科書の該当単元に加え，山形県喫煙問
題研究会編集，公益財団法人やまがた健康推進機構発行
の「タバコと健康」の電子版[4]をタブレット端末で閲
覧し，基礎的な知識を学習した．その後，Webアンケー
ト（Googleフォーム）およびKWLチャートを用いて事
前学習を行った．

KWLチャートは，「知っていること（Know）」「知り
たいこと（Want）」「学んだこと（Learned）」の 3 つの視
点から学習内容を整理する方法である．事前学習では，
このうち「知っていること（Know）」と「知りたいこと
（Want）」を記入し，児童生徒自身が既有知識や疑問を
整理するとともに，授業への課題意識を明確にした．「学
んだこと（Learned）」については，授業後の事後学習で
記入した．

Webアンケートでは，児童生徒が将来の夢や目標と健
康との関係を主体的に考えるきっかけとするため，「あ
なたの将来の夢は何ですか」という設問を設定した．さ
らに，「タバコについて知っていることを書いてくださ
い」「タバコについて知りたいことを書いてください」
などの自由記述式設問を設け，児童生徒が持つ知識や疑
問を把握した．また，水タバコ（シーシャ）の認知度に
ついても質問し，児童生徒を取り巻く実態を把握した．

学校薬剤師は，回答結果を分析し，児童生徒の理解度
や関心の高いテーマ，誤解されやすい内容を把握した．
その結果を基に，講話で取り上げる内容や説明方法，ク
イズやグループディスカッションのテーマを調整し，児
童生徒の実態に応じた授業設計を行った．一方，教員は
事前学習の進行を支援するとともに，学級の実態や配慮
が必要な事項を学校薬剤師と共有し，授業実施に向けた
連携を図った．

このように，事前学習を単なる予習ではなく，児童生
徒の実態把握と授業設計を結び付ける教育プロセスとし
て位置付けることで，一律の内容を提供するのではなく，
児童生徒の学習ニーズを踏まえた授業設計につなげた．

4．授業当日
授業当日は，学校薬剤師が講師を務め，教員と連携し

ながら授業を実施した．授業では，一方向的な知識伝達
に偏らないよう，クイズ，グループディスカッション，
ワードクラウドなどを取り入れ，児童生徒が自ら考え，
他者の意見に触れながら学ぶことを重視した．

授業の導入では，事前学習で得られた「あなたの将来
の夢は何ですか」という回答をワードクラウドとして可
視化し，学級全体で共有した（図 2）．回答には具体的
な職業だけでなく，「人を笑顔にする」「自分らしく幸せ
に暮らす」など，生き方や価値観に関するものもみられ
た．これらを提示することで，児童生徒一人ひとりの夢
を学級全体で共有し，「夢の実現」と「健康」との関係
を考える導入教材として活用した．

タバコに関する学習では，健康影響やニコチン依存，
受動喫煙などの基礎的内容に加え，紙巻タバコ，加熱式
タバコ，水タバコ（シーシャ）について取り上げた．ま
た，事前学習で把握した児童生徒の知識や疑問を踏まえ
て内容を調整し，クイズやグループディスカッションを
通して，単に正解を覚えるのではなく，得られた情報を
基に自ら考え，判断する学習活動を取り入れた．

さらに，タバコを健康問題だけでなく社会や地域と
の関係から考えるため，たばこ税についても取り上げ
た．天童市では毎年約4億円（令和6年度は4億6,326万
円）が市たばこ税として納められていることを紹介し
[5]，健康と行政・財政との関係について考える機会と
した．

また，授業では児童生徒を講師の前に半円形に整列さ
せる配置を採用した（図 3）．この配置により，児童生
徒同士が重ならず，講師やスクリーンまでの距離がほぼ
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（a）具体的な職業を中心とした回答

（b）生き方や価値観を含む回答

図2　児童生徒の将来の夢に関するワードクラウド

図3　半円形の整列による授業配置（模式図）
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一定となるため，全員が講師や教材を視認しやすくなる
とともに，講師からも児童生徒一人ひとりの表情や反応
を把握しやすくなった．さらに，近接する児童生徒同士
で円滑にグループディスカッションへ移行できることか
ら，主体的・対話的な学びを支える学習環境として活用
した．

このように，喫煙による健康被害を伝えることだけを
目的とするのではなく，児童生徒が自らの夢や目標を実
現するための健康行動として「吸わない」という選択を
主体的に考える授業を目指した．

5．事後学習と継続的なプログラム改善
授業後には，Webアンケート（Googleフォーム）お

よびKWLチャートを用いた事後学習を実施した．KWL
チャートでは，事前学習で記入した「知っていること
（Know）」「知りたいこと（Want）」に対して，授業を
通して新たに「学んだこと（Learned）」を記入し，児童
生徒自身が学習前後の変化を振り返る機会とした．

Webアンケートでは，授業を通して新たに学んだこと
や印象に残ったことなどを回答してもらい，学校薬剤師
が回答結果を分析した．これにより，授業内容の理解状
況や児童生徒の関心，十分に伝わらなかった内容などを
把握し，教材や授業方法の見直しに活用した．

また，事前・事後の回答結果を比較することで，児童
生徒の知識や認識の変化を把握するとともに，授業で取
り上げる内容や教材，問いかけの方法などを検討した．
得られた結果は，その年度の授業の振り返りにとどめず，
次回以降の教材や授業内容の改善に反映することで，継
続的なプログラム改善につなげた．

このように，本プログラムでは，児童生徒の学習結果
を学校薬剤師と教員が共有し，教材や授業方法を継続的
に見直す仕組みを取り入れた．これにより，社会環境や
児童生徒を取り巻く状況の変化にも対応しながら，教育
内容を更新していくことを可能とした．

IV．考察

1．時間軸に基づくチームティーチングの意義
本プログラムにおける時間軸に基づくチームティーチ

ングの意義は，学校薬剤師と教員の連携を授業当日のみ
に限定せず，授業前後を含む一連の教育活動として構築
した点にある．これにより，学校薬剤師は専門的知識を
提供する外部講師としてだけでなく，児童生徒の実態を
踏まえて授業を設計し，その学習結果を次の教育活動へ
反映する役割を担うことが可能となった．

また，学校薬剤師と教員がすべての教育活動で同じ時
間・場所を共有する必要がないことも，本方式の特徴で
ある．授業当日は両者が協働し，授業前後はそれぞれの
立場から児童生徒の学びに関わることで，学校薬剤師と
教員双方の時間的負担を抑えながら，継続的な連携を図
ることができる．このことは，限られた授業時間や人的

資源の中で外部専門職の専門性を学校教育に取り入れる
方法として，実践上の意義があると考えられる．

さらに，学校薬剤師が児童生徒の学習前の知識や関心
を把握した上で授業に臨み，授業後の学習結果まで確認
することにより，児童生徒の実態と授業内容を結び付け
ることができる．これは，あらかじめ用意した内容を一
律に提供するのではなく，児童生徒の学習ニーズに応じ
て教育内容を調整し，その結果を次の実践へつなげるこ
とを可能にする．

このように，時間軸に基づくチームティーチングは，
学校薬剤師の専門性と教員の日常的な教育活動を時間軸
上で結び付けることにより，授業という限られた「時間」
を広げるとともに，学校薬剤師が学校に滞在する時間を
増やすことなく，児童生徒への教育的な関わりを広げる
仕組みとして意義を有すると考える．

2．アクティブラーニングによる「選ぶ力」の育成
喫煙防止教育では，タバコの健康影響に関する知識を

身につけることに加え，得られた情報を基に自ら考え，
判断し，健康行動へ結び付けることが重要である．本プ
ログラムでは，児童生徒が自ら考え，他者の意見に触れ，
学びを振り返る学習過程を重視した．

特に，児童生徒自身の将来の夢や目標を授業の出発点
としたことは，喫煙を単なる健康被害の問題として捉え
るのではなく，自らの将来と健康との関係を考える契機
になったと考えられる．「タバコは体に悪いから吸わな
い」という知識の習得にとどまらず，「自分の夢や目標
を実現するために，どのような健康行動を選択するか」
という視点を持つことで，喫煙防止に関する学びを自分
自身の問題として捉えやすくなる可能性がある．

また，健康に関する情報が多様化する中では，与えら
れた情報をそのまま受け入れるのではなく，複数の情報
を比較し，その信頼性や意味を考えた上で判断すること
が求められる．児童生徒が自ら考え，対話し，振り返る
学習過程を取り入れることは，こうした判断を経験する
機会となり，3-1 で示した「選ぶ力」を育むことにつな
がると考えられる．

以上から，喫煙防止教育を，喫煙の有害性や「吸わな
いこと」を教えるだけの教育ではなく，児童生徒が自ら
の将来を見据え，健康に関する情報を基に考え，よりよ
い健康行動を主体的に選択するための教育として位置付
けることに，本プログラムの教育的意義があると考える．

3．薬剤師会と自治体が連携する意義
本プログラムのもう一つの特徴は，個々の学校薬剤師

による活動にとどまらず，地域の薬剤師会と自治体が連
携して喫煙防止教育を展開している点にある．天童・東
村山地区薬剤師会は，専門的知識に基づく教材の作成・
更新や学校薬剤師への情報提供を担い，天童市健康課は，
各学校との調整や実施希望の把握などを担っている．こ
のように両者がそれぞれの役割を担うことで，個々の学
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校や講師だけに依存しない教育の実施体制を構築するこ
とが可能となった．

また，自治体が学校との窓口となり，市内の小・中学
校へ実施希望を確認する仕組みを設けることで，喫煙防
止教育を特定の学校だけの取り組みではなく，地域の学
校へ展開することが可能となる．このような仕組みは，
学校薬剤師個人の活動を，薬剤師会と自治体が支える地
域の教育活動へ発展させる基盤になると考えられる．

さらに，本プログラムで得られた児童生徒の学びは，
学校内だけにとどまらず，地域の健康づくりにも活用さ
れている．授業後の児童生徒のコメントは，天童市健康
課が実施する世界禁煙デーの啓発展示に活用され，児童
生徒の学びや考えを地域住民へ発信する機会となった．
また，学校での喫煙防止教育を契機として，中学校から
天童市健康課の保健師に職業講話の依頼が行われるなど，
新たな学校と地域保健とのつながりも生まれている．

天童市健康課では，受動喫煙防止パンフレットを作成
し，市内の小学 1 年生全員に配布しているほか，令和 5
年度からは保育園年中児にも配布している（図 4）．学
校における喫煙防止教育と，自治体によるより早期から
の啓発活動を組み合わせることにより，児童生徒本人だ
けでなく，パンフレットを持ち帰ることを通じて家庭に
も情報が届く機会となる．

このように，薬剤師会と自治体の連携は，専門職によ
る学校での教育を安定的に実施するだけでなく，学校で
生まれた学びを家庭や地域へ広げ，さらに地域の健康づ
くりを学校へ還元する双方向の連携につながる可能性が

ある．学校・家庭・地域をつなぐ継続的な健康教育の基
盤を形成できることが，薬剤師会と自治体が連携する意
義の一つと考えられる．

4．本プログラムの発展可能性と今後の展望
本プログラムは，学校薬剤師，教員，自治体がそれぞ

れの役割を担うことで，特定の講師や学校に依存せず，
地域の複数の学校へ展開できる可能性を有している．今
後は，教材や実施方法を共有し，学校や地域の実情に応
じて活用できる体制を整備することで，他地域への展開
も期待される．

また，児童生徒を取り巻く社会環境や健康課題は今後
も変化していくことが予想される．本プログラムで構築
した教育の枠組みは，喫煙防止教育にとどまらず，医薬
品の適正使用や薬物乱用防止など，児童生徒が健康に関
する情報を基に自ら考え，判断することが求められる学
校保健教育への応用も可能と考えられる．

今後は，実施校を拡大するとともに，児童生徒の学習
前後の変化を継続的に評価し，本プログラムの教育効果
を検証していく必要がある．こうした評価と改善を重ね
ることで，地域の実情に応じて継続・発展できる学校保
健教育モデルとしての確立を目指したい．

V．おわりに

本稿では，薬剤師会と自治体が連携し，学校薬剤師と
教員が時間軸に沿って役割を分担する次世代喫煙防止教

図4　天童市健康課が作成した受動喫煙防止パンフレット
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育プログラムの構築と展開について報告した．
喫煙防止教育に求められるのは，タバコの有害性や「吸

わないこと」を伝えるだけではなく，児童生徒が自らの
将来を見据え，健康に関する情報を基に考え，行動を選
択できる力を育むことである．本プログラムが目指すの
は，「吸わないことを教える教育」から「夢を実現する
ために健康を選ぶ教育」への転換である．
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